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1. 平成30年9月期第2四半期の連結業績（平成29年10月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年9月期第2四半期 1,667 8.7 △36 ― 7 △39.9 0 ―

29年9月期第2四半期 1,534 0.7 △39 ― 12 ― △17 ―

（注）包括利益 30年9月期第2四半期　　5百万円 （―％） 29年9月期第2四半期　　△12百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年9月期第2四半期 0.03 ―

29年9月期第2四半期 △4.47 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年9月期第2四半期 4,786 3,021 63.1

29年9月期 4,652 3,035 65.2

（参考）自己資本 30年9月期第2四半期 3,021百万円 29年9月期 3,035百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年9月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00

30年9月期 ― 0.00

30年9月期（予想） ― 5.00 5.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 9月期の連結業績予想（平成29年10月 1日～平成30年 9月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,939 6.9 △70 ― 19 290.0 10 ― 2.51

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年9月期2Q 4,020,000 株 29年9月期 4,020,000 株

② 期末自己株式数 30年9月期2Q 37,622 株 29年9月期 37,622 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年9月期2Q 3,982,338 株 29年9月期2Q 3,983,288 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成29年10月１日から平成30年３月31日まで）におけるわが国経済は、企業収益や雇

用情勢が改善するなど、緩やかな回復基調で推移したものの、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動等の影響が

懸念される状況となりました。

このような状況の下、当社グループの売上高は16億６千７百万円（前年同期比8.7％増）、営業損失は３千６百万

円（前年同期比３百万円の改善）、経常利益は7百万円（前年同期比39.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は０百万円（前年同期比１千７百万円の改善）となりました。

　セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

①函物及び機械設備関連事業

函物及び機械設備関連事業において、デジタルサイネージに特化した新製品の受注が徐々に売上高に寄与しており

ます。また、官公庁向け製品の受注を得られており、１９インチラックおよびアーム関連製品に関しては依然、社内

設備の需要の減少、再生エネルギー関連製品に関しても、FIT改正法による売電価格の影響により太陽光発電案件等の

需要が減少してきてはいるものの、当初予定の売上高は確保することができております。

しかし、利益面につきましては、前年度より生産ラインの見直しによる製品製造の標準化を図り、原材料費の見直

しや生産性の向上により原価低減をすすめてまいりましたが、利益に反映するまでには至りませんでした。また、自

社製品の取り込みが当初計画よりも大きく減少したこと等の要因により当初計画の利益が確保できませんでした。

以上の結果、函物及び機械設備関連事業の売上高は13億５千７百万円（前年同期比12.6％増）、セグメント利益

（経常利益）は１千３百万円（前年同期比55.1％減）となり、非常に厳しい状況にて推移いたしました。

②介護関連事業

介護関連事業における当社グループの当社グループの在宅介護サービスにおきましては、通所介護および居宅介護

支援の稼働率が上がっておりますが、事業譲渡により訪問看護サービスの売上が寄与しなかったことにより、売上高

は１億３千９百万円（前年同期比22.6％減）となりました。

また、地域密着型介護サービスにおける小規模多機能型居宅介護においては前年同期よりも利用者は増加しており、

認知症対応型共同生活介護は前年度開設したグループホーム松庵「英」が満床に近い状態になり、居室稼働率が上昇

したことから、売上高は１億７千万円（前年同期比14.6％増）となり、計画通りの売上高を確保することができまし

た。

以上の結果、介護関連事業（在宅介護サービス及び地域密着型介護サービス）における売上高は３億１千万円（前

年同期比5.7％減）となりました。利益面に関しては、杉並区松庵の施設における居室稼働率が上がったことによる売

上高の増加にともない、コスト削減や事業所の統合、さらには亀戸包括支援センターの補助金を得られた結果、セグ

メント損失（経常損失）は６百万円（前年同期比１千２百万円の改善）となり、計画通りに推移いたしました。
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（２）財政状態に関する説明

　① 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産の合計は、47億８千６百万円となり、前連結会計年度末に比べて１億３千３百万

円増加いたしました。主な要因は、現金及び預金が４千６百万円、受取手形および売掛金が１億２千５百万円増加した

ことに対して、有形固定資産が２千８万円減少したこと等によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の負債の合計は、17億６千４百万円となり、前連結会計年度末に比べて１億４千７百万

円増加いたしました。主な要因は、買掛金が１億７百万円、短期借入金が１億５千万円増加したことに対し、長期借入

金が９千５百万円減少したこと等によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産の合計は、30億２千１百万円となり、前連結会計年度末に比べて１千４百万円

減少いたしました。主な要因は、剰余金の配当（純資産の減少）が１千９百万円あったこと等によるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ１億

４百万円増加し２億２千３百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありあります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、１千９百万円（前年同四半期は１億３千万円の支出）となりました。これは主とし

て、仕入債務の増加が１億７百万円、減価償却費を３千７百万円計上したことに対して、売上債権の増加が１億２千５

百万円あったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、１千万円（前年同四半期は１億７千５百万円の収入）となりました。これは主とし

て、定期預金の預入れによる支出が１千６百万円あったことに対して、定期預金の払戻しによる収入が７百万円あった

ことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、２千８百万円（前年同四半期は８百万円の支出）となりました。これは主として、

短期借入金の純増による収入が１億５千万円あったことに対して、長期借入金の返済による支出が９千５百万円、配当

金の支払が１千９百万円あったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成30年９月期の通期の業績予想につきましては、平成29年11月14日公表の業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 363,960 410,014

受取手形及び売掛金 511,876 637,491

商品及び製品 79,630 67,000

仕掛品 17,012 15,839

原材料 158,664 153,044

繰延税金資産 10,165 10,159

その他 74,621 77,257

貸倒引当金 △250 △250

流動資産合計 1,215,681 1,370,556

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 940,898 931,697

機械装置及び運搬具（純額） 108,446 105,810

土地 2,206,948 2,206,948

リース資産（純額） 71,275 65,386

その他（純額） 18,979 7,816

有形固定資産合計 3,346,549 3,317,661

無形固定資産 13,330 11,192

投資その他の資産

投資有価証券 43,762 52,901

関係会社株式 10,000 10,000

繰延税金資産 31 10

その他 23,172 23,749

投資その他の資産合計 76,966 86,660

固定資産合計 3,436,846 3,415,514

資産合計 4,652,528 4,786,070
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 44,859 151,910

短期借入金 742,500 892,500

1年内返済予定の長期借入金 179,385 153,928

リース債務 14,905 14,335

未払法人税等 7,854 16,408

賞与引当金 13,180 17,580

その他 213,731 189,832

流動負債合計 1,216,416 1,436,495

固定負債

長期借入金 152,060 82,000

リース債務 65,260 59,175

役員退職慰労引当金 115,016 116,981

繰延税金負債 42,776 43,421

長期未払金 25,280 25,280

その他 20 1,178

固定負債合計 400,413 328,037

負債合計 1,616,830 1,764,533

純資産の部

株主資本

資本金 395,950 395,950

資本剰余金 230,000 230,000

利益剰余金 2,412,010 2,392,202

自己株式 △15,486 △15,486

株主資本合計 3,022,474 3,002,666

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,222 18,870

その他の包括利益累計額合計 13,222 18,870

純資産合計 3,035,697 3,021,537

負債純資産合計 4,652,528 4,786,070
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 1,534,785 1,667,805

売上原価 1,127,115 1,276,420

売上総利益 407,669 391,385

販売費及び一般管理費 447,514 427,524

営業損失（△） △39,844 △36,138

営業外収益

受取利息 32 5

受取配当金 431 473

補助金収入 32,625 41,472

その他 26,099 8,262

営業外収益合計 59,189 50,213

営業外費用

支払利息 5,502 4,437

支払手数料 1,668 2,244

手形売却損 129 127

その他 - 25

営業外費用合計 7,301 6,834

経常利益 12,043 7,239

特別損失

固定資産売却損 27,281 -

特別損失合計 27,281 -

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△15,237 7,239

法人税、住民税及び事業税 6,613 8,955

法人税等調整額 △4,034 △1,819

法人税等合計 2,578 7,135

四半期純利益又は四半期純損失（△） △17,816 103

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△17,816 103
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △17,816 103

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,585 5,647

その他の包括利益合計 5,585 5,647

四半期包括利益 △12,230 5,751

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △12,230 5,751
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年10月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△15,237 7,239

減価償却費 47,631 37,968

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,120 4,400

有形固定資産売却損益（△は益） 27,281 -

受取利息及び受取配当金 △464 △478

支払利息 5,502 4,437

為替差損益（△は益） △42 12

売上債権の増減額（△は増加） △77,023 △125,614

たな卸資産の増減額（△は増加） 21,083 19,423

仕入債務の増減額（△は減少） △120,296 107,051

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,965 1,965

その他 △15,359 △32,558

小計 △126,079 23,846

利息及び配当金の受取額 464 478

利息の支払額 △5,502 △4,437

法人税等の還付額 716 -

法人税等の支払額 - △401

営業活動によるキャッシュ・フロー △130,400 19,486

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △35,540 △16,299

定期預金の払戻による収入 279,847 7,299

有形固定資産の取得による支出 △70,184 -

有形固定資産の売却による収入 8,690 -

無形固定資産の取得による支出 △2,238 -

投資有価証券の取得による支出 △964 △998

保険積立金の積立による支出 △960 △318

その他 △2,661 △262

投資活動によるキャッシュ・フロー 175,987 △10,579

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △137,500 150,000

長期借入れによる収入 277,500 -

長期借入金の返済による支出 △117,548 △95,517

リース債務の返済による支出 △11,298 △6,654

配当金の支払額 △19,568 △19,672

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,414 28,155

現金及び現金同等物に係る換算差額 42 △12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 37,214 37,049

現金及び現金同等物の期首残高 81,318 186,138

現金及び現金同等物の四半期末残高 118,532 223,188
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年10月１日 至 平成29年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 四半期連結損益計算書

計上額

（注）

函物及び機械

設備関連事業
介護関連事業

売上高

外部顧客への売上高 1,205,624 329,160 1,534,785

セグメント間の内部売上高又
は振替高

― ― ―

計 1,205,624 329,160 1,534,785

セグメント利益又は損失(△) 30,920 △18,876 12,043

(注) セグメント利益または損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年10月１日 至 平成30年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 四半期連結損益計算書

計上額

（注）

函物及び機械

設備関連事業
介護関連事業

売上高

外部顧客への売上高 1,357,519 310,286 1,667,805

セグメント間の内部売上高又
は振替高

― ― ―

計 1,357,519 310,286 1,667,805

セグメント利益又は損失(△) 13,880 △6,640 7,239

(注) セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と一致しております。
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